
 

 

 

 

 

 

（回 答） 

申請対象機器以外についても，「設1-補-009 改 2 波及的影響評価に係る基本設計方針に関する補足説明」記載

の「図2-1 波及的影響に係る検討フロー(P2)」（別紙参照）に沿って波及的影響を及ぼさないことを確認している。 

申請対象機器以外についての検討の代表例を以下の表に示す。 

 

【建屋外の検討】 

上位クラス 下位クラス（申請対象機器以外） 波及的影響のおそれがないとした判断内容 

使用済燃料貯蔵建屋 出入管理建屋 十分な離隔距離を有しているため 

照明設備 十分な離隔距離を有しているため 

金属キャスク 照明設備 明らかに影響を及ぼさない大きさ，重量のため 

フェンス 明らかに影響を及ぼさない大きさ，重量のため 

 

【建屋内の検討】 

上位クラス 下位クラス（申請対象機器以外） 波及的影響のおそれがないとした判断内容 

金属キャスク 

 

照明設備 明らかに影響を及ぼさない大きさ，重量のため 

電線管 明らかに影響を及ぼさない大きさ，重量のため 

ケーブルトレイ 明らかに影響を及ぼさない大きさ，重量のため 

ケーブルボックス 明らかに影響を及ぼさない大きさ，重量のため 

点検用梯子 十分な離隔距離を有しているため 

 

 

以上 
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地震 

（第7条） 

上位の設備機器への波及的影響について，申請対象機器以外の設備機器についても，波及的影響

を及ぼさないことを確認しているか。説明すること。 
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別紙 

図２－１ 波及的影響に係る検討フロー 

（「設1-補-009改2 波及的影響評価に係る基本設計方針に関する補足説明」抜粋） 

 

NO 

  

・設計情報（施設配置図，機器配置図，系統図等の設計図書類），設備運用に関する情報 

・上位クラス施設の抽出 

①事前準備 

②机上検討 

設計情報，設備運用に関する情報から上位クラス施設への波及的影響を防止する配置，

設計，運用になっているか確認する 

・建屋内下位クラス施設の損傷等による影響 

・建屋外下位クラス施設の損傷等による影響 

・相対変位又は不等沈下による影響 

・上位，下位クラス施設の接続部における

相互影響 

  

以下の事項について現場調査により補完（又は再確認）する 

【判断基準】 

・周囲にある下位クラス施設は十分な離隔距離等により，地震による転倒，破損及

び落下を想定した場合にも上位クラスの基本的安全機能に悪影響を及ぼすおそ

れはないか 

・上位クラス施設に対して，下位クラス施設が明らかに影響を及ぼさない程度の大

きさ，重量であるか 

③現場調査 

④検討対象施設の抽出 

（波及的影響のおそれのある下位クラス施設） 

【波及的影響の有無を確認】 

抽出された下位クラス施設の詳細検

討を実施し，上位クラス施設に対し

て波及的影響があるか 

⑤詳細検討 

⑦評価終了 

⑥対策検討・実施 

YES 
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